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04/0729 玉ならば 手にも巻かむを うつせみの 世の人なれば 手に巻きがたし
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【訓読文】我が思ひ かくしてあらずは 玉にもが まことも妹が 手に巻かれむを























































































































































































































































































【原文】吾念 如此而不有者 玉二毛我 真毛妹之 手二所纒牟
・







































































04/0729 玉ならば 手にも巻かむを（手二母将巻乎） ．．．．
04/0734 ．．．．玉にもが まことも妹が 手に巻かれむを（手二所纒乎）
の波線部の対応関係に注目した。表面的に見れば、729番歌の「手にも巻かむ
・
を
・
」の部分に対応して734番
歌も「手に巻かれむ
・
を
・
」となるべきように見えるけれども、この二つの歌には、729番歌の主語は「人
竹生 政資，西 晃央32
間」、734番歌は単なる物体としての「玉」という本質的な違いがあったのである。よって、734番歌が
「物」主語構文であることに留意するならば、日本語の常識から、結句は「手に巻かれむ
・
を
・
」ではなく
「手に巻かれな
・
む
・
」となるのが正しいと結論づけられる。
最後に、澤瀉氏は「ナムとあるべきところへ「牟」一字を書いたと見るべき確実な例は他に求める事が
出来ない」（第１節の注釈書④の波線部）と述べているが、万葉集1993番歌の第二句「見つつ恋ひな
・
む
・
（見筒恋牟
・
）」の例がある。この訓みは、新日本古典文学大系、新編日本古典文学全集、講談社文庫本万葉
集（中西進）によるものである。万葉集注釈（澤瀉久孝）は「見つつか
・
恋ひむ
・
」、日本古典文学大系は
「見つつ恋せ
・
む
・
」と訓んでいる。そのほかの例として、万葉集1817番歌の第二句「明日は来な
・
む
・
と（明日
者来牟
・
等）」の例があるが、これについては竹生・西の論文を参照されたい[７]。
４．おわりに
本論文では、万葉集734番歌の特に結句の訓釈に焦点をあてて検討を行い、以下の結論を得た。結句の
原文には「手二所纒牟
・
」と「手二所纒乎
・
」の二系統の写本があるが、従来は後者が正しいとされ「手に巻
かれむ
・
を
・
」と訓読されてきた。しかし、万葉集343番歌の結句「酒に染みなむ（酒二染甞）」などとの比較
から、「手二所纒牟
・
」の方が正しく、「手に巻かれな
・
む
・
」と訓読すべきとの結論に至った。以上のような結
論が妥当なものであるかどうか、多くの方々のご批判をあおぎたい。
参考文献
[１］「萬葉集 一」、新日本古典文学大系、岩波書店、p. 414、1999年。
[２］「萬葉集①」、新編日本古典文学全集、小学館、pp. 358-359、1994年。
[３］「万葉集 原文付全訳注（一）」、中西進、講談社文庫、p. 340、1978年。
[４］「萬葉集注釋 巻第四」、澤瀉久孝、中央公論社、pp. 539−542、1959年。
[５］「萬葉集 一」、日本古典文学大系、岩波書店、pp. 306-307、1957年。
[６］竹生政資・西晃央、万葉集3122番歌の「今日だに逢はむを」について、佐賀大学文化教育学部研究論文集、第16集第１
号、pp. 35-41、2011年。
[７］竹生政資・西晃央、万葉集1817番歌の「明日者来牟等云子鹿丹」の解釈について、佐賀大学文化教育学部研究論文集、
第12集第２号、pp. 111-121、2010年。
万葉集734番歌の「手に巻かれむを」について 33
